
(57)【要約】

【課題】支持線とケーブル本体とを分離する必要がある

ときには容易に分離することができ、ケーブル製造時や

布設時などにおいては支持線とケーブル本体との分離が

防止される光ファイバケーブルを提供する

【解決手段】光ファイバ心線１２と抗張力体１３とを並

行に配置し、これらの外周に第１の外被１４を施してな

るケーブル本体１５と、第２の抗張力体１６の外周に第

２の外被１７を施してなる支持線１８と、第１および第

２の外被１４、１７と一体に設けられ、ケーブル本体１

５と支持線１８とを連結する連結部１９とを備え、連結

部１９は、幅が０．２～０．４ｍｍの矩形状断面を有す

る光ファイバケーブルである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 フ ァ イ バ 心 線 と 第 １ の 抗 張 力 体 と を 並 行 に 配 置 し 、 こ れ ら の 外 周 に 第 １ の 外 被 を 施 し て
な る ケ ー ブ ル 本 体 と 、 第 ２ の 抗 張 力 体 の 外 周 に 第 ２ の 外 被 を 施 し て な る 支 持 線 と 、 前 記 第
１ お よ び 第 ２ の 外 被 と 一 体 に 設 け ら れ 、 前 記 ケ ー ブ ル 本 体 と 支 持 線 と を 連 結 す る 連 結 部 と
を 備 え 、 前 記 連 結 部 は 、 幅 が ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 矩 形 状 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
連 結 部 の 高 さ が 、 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 架 空 に 布 設 さ れ て い る 配 線 ケ ー ブ ル か ら 一 般 加 入 者 宅 内 へ 引 き 込 み 配 線 す る た
め に 使 用 さ れ る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
光 フ ァ イ バ 通 信 網 を 一 般 住 宅 や ビ ル な ど の 加 入 者 宅 に ま で 普 及 す る 構 想 が 具 体 的 に 進 ん で
お り 、 そ れ に 伴 い か か る 通 信 網 の 構 築 に 必 要 な 各 種 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 開 発 が 続 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の う ち 、 架 空 に 布 設 さ れ る 配 線 系 ケ ー ブ ル か ら 一 般 加 入 者 宅 内 へ 引 き 込 み 配 線 す る た め
の い わ ゆ る 架 空 ド ロ ッ プ ケ ー ブ ル と し て 、 図 ４ に 示 す よ う な 自 己 支 持 構 造 の も の が 提 案 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 支 持 線 １ と ケ ー ブ ル 本 体 ２ と を 連 結 部 ３ に よ り 連 結 し た 構 造
を 有 す る 。 支 持 線 １ は 、 鋼 線 ４ の 外 周 に ポ リ エ チ レ ン や ポ リ 塩 化 ビ ニ ル な ど の 熱 可 塑 性 樹
脂 か ら な る 外 被 ５ を 設 け て 構 成 さ れ て お り 、 ケ ー ブ ル 本 体 ２ は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ６ を 挟 ん
で そ の 上 下 に 間 隔 を お い て 鋼 線 ７ を 配 置 し 、 こ れ ら を 外 被 ５ と 同 様 の 材 料 か ら な る 外 被 ８
で 一 括 被 覆 し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 連 結 部 ３ は こ れ ら の 支 持 線 １ お よ び ケ ー ブ ル 本
体 ２ の 各 外 被 ５ 、 ８ と 一 体 に 押 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 で 構 成 さ れ 、 そ の 両 側 部 に は 、 ケ ー
ブ ル 引 き 留 め の 際 の 支 持 線 １ の ケ ー ブ ル 本 体 ２ か ら の 分 離 を 容 易 に す る た め に 、 引 き 裂 き
用 の ノ ッ チ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル 本 体 ２ の 外 被 ８ の 両 側 部 に も 、 ケ ー ブ ル
端 末 処 理 な ど の 際 の 光 フ ァ イ バ 心 線 ６ の 取 り 出 し を 容 易 に す る た め 、 引 き 裂 き 用 の ノ ッ チ
１ ０ が 設 け ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て は 、 支 持 線 １ が 設 け ら れ て い る た め 、 架 空 布 設 が
可 能 で あ り 、 ま た 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ６ を 挟 ん で 鋼 線 ７ が 配 置 さ れ て い る た め 、 温 度 変 化 に
よ る 光 フ ァ イ バ の 伝 送 損 失 の 増 加 を 防 ぐ こ と が で き る な ど の 特 徴 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ４ ８ ７ ３ ７ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 前 述 し た よ う に 、 上 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て は 、 端 末 部 で ケ ー ブ ル を 引
き 留 め る 際 な ど に 、 支 持 線 １ と ケ ー ブ ル 本 体 ２ と を 分 離 し 易 く す る た め 、 連 結 部 ３ に 引 き
裂 き 用 の ノ ッ チ ９ を 設 け て い る 。 し か し な が ら 、 か か る ノ ッ チ ９ を 形 成 し て い る に も 関 わ
ら ず 、 分 離 作 業 は 必 ず し も 容 易 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 単 に 支 持 線 １ と ケ ー ブ ル 本 体 ２ と を 分 離 し 易 く す る の で あ れ ば 、 連 結 部 ３ の 幅 （ ケ
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ー ブ ル 幅 方 向 の 厚 さ ） を 細 く す れ ば よ い 。 し か し な が ら 、 あ ま り 細 く す る と 、 ケ ー ブ ル を
ド ラ ム に 巻 き 取 る 際 や 、 ケ ー ブ ル を ド ラ ム か ら 引 き 出 し て 架 設 す る 際 な ど に 、 連 結 部 ３ に
折 れ や 亀 裂 が 発 生 し 易 く な り 、 支 持 線 １ と ケ ー ブ ル 本 体 ２ と が 分 離 し て し ま う お そ れ が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 事 情 か ら 、 ケ ー ブ ル を 引 き 留 め る 際 な ど の 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 分 離 す る
必 要 が あ る と き に は 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 容 易 に 分 離 す る こ と が で き 、 一 方 、 ケ ー
ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に は 、 連 結 部 に 折 れ や 亀 裂 が 発 生 し 難 く 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体
と が 分 離 す る お そ れ の な い 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル が 要 望 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は こ の よ う な 要 望 に 応 え る べ く な さ れ た も の で 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 分 離 す
る 必 要 が あ る と き に は 容 易 に 分 離 す る こ と が で き 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に お い て
は 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と が 分 離 し て し ま う お そ れ の な い 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 と 第 １ の 抗 張 力
体 と を 並 行 に 配 置 し 、 こ れ ら の 外 周 に 第 １ の 外 被 を 施 し て な る ケ ー ブ ル 本 体 と 、 第 ２ の 抗
張 力 体 の 外 周 に 第 ２ の 外 被 を 施 し て な る 支 持 線 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 外 被 と 一 体 に 設
け ら れ 、 前 記 ケ ー ブ ル 本 体 と 支 持 線 と を 連 結 す る 連 結 部 と を 備 え 、 前 記 連 結 部 は 、 幅 が ０
． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 矩 形 状 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て は 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 を 連 結 す る 連 結 部 の 断
面 形 状 を 、 幅 が ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 矩 形 状 と し た こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル 引 き 留 め な ど の
際 に は 特 殊 な 工 具 を 使 用 す る こ と な く 容 易 に 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 分 離 す る こ と が で
き 、 一 方 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に お い て は 連 結 部 に 折 れ や 亀 裂 が 発 生 し 難 く 、 支
持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と の 分 離 が 防 止 さ れ る 。 連 結 部 の 幅 が ０ ． ２ ｍ ｍ 未 満 で は 、 僅 か な 応
力 に よ っ て 連 結 部 に 折 れ や 亀 裂 が 発 生 し 易 く な り 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に お い て
支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と が 分 離 す る お そ れ が あ る 。 ま た 、 連 結 部 の 幅 が ０ ． ４ ｍ ｍ を 越 え
る と 、 ケ ー ブ ル 引 き 留 め の 際 な ど の 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と の 分 離 作 業 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 連 結 部 に ノ ッ チ を 設 け た 場 合 に は 、 た と え そ の 部 位 の 幅 が ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 範
囲 で あ っ て も 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 容 易 に 分 離 す る こ と は で き な い 。 こ れ は 、 分 離
す る 際 に ノ ッ チ 部 分 で 連 結 部 が 上 下 に 伸 び 、 引 き 裂 き 力 が 分 散 さ れ る こ と に よ る と 考 え ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 光 フ ァ イ バ ケ ー
ブ ル に お い て 、 連 結 部 の 高 さ が 、 ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ
ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 構 成 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て は 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 分 離 す る 際 の ケ ー
ブ ル 本 体 の 外 被 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 ケ ー ブ ル 本 体 の 接 続 函 内 へ の 固
定 を 支 障 な く 行 う こ と が で き る 。 連 結 部 の 高 さ が 、 ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 で は 、 支 持 線 と ケ ー ブ
ル 本 体 と を 分 離 す る 際 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 の 外 被 が 引 き 裂 か れ 、 ケ ー ブ ル 本 体 の 外 被 が 損 傷
す る お そ れ が あ る 。 ま た 、 ０ ． ２ ｍ ｍ を 越 え る と 、 分 離 の 際 に ケ ー ブ ル 本 体 側 に 残 っ た 連
結 部 の 残 部 に よ っ て 、 ケ ー ブ ル 本 体 の 接 続 函 内 で の 固 定 に 支 障 を 来 た す お そ れ が あ り 、 そ
の 突 出 し た 部 分 を 削 り 取 る 必 要 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ １ は 、 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ を
挟 ん で そ の 上 下 に 間 隔 を お い て 鋼 線 あ る い は Ｆ Ｒ Ｐ （ ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） な ど
か ら な る 抗 張 力 体 １ ３ を 並 行 に 配 置 し 、 こ れ ら の 外 側 に ポ リ エ チ レ ン や ポ リ 塩 化 ビ ニ ル な
ど の 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 外 被 １ ４ を 設 け た ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と 、 鋼 線 な ど か ら な る 抗 張
力 体 １ ６ の 外 周 に 外 被 １ ４ と 同 じ 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 外 被 １ ７ を 設 け た 支 持 線 １ ８ と 、
こ れ ら の ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ お よ び 支 持 線 １ ８ の 各 外 被 １ ４ 、 １ ７ と 一 体 に 押 出 さ れ た 熱 可
塑 性 樹 脂 で 構 成 さ れ 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ お よ び 支 持 線 １ ８ を 連 結 す る 連 結 部 １ ９ と を 備 え
て い る 。 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ の 両 側 部 の ほ ぼ 中 央 に は 、 引 き 裂 き 用 の ノ ッ チ １ ４
ａ が 設 け ら れ て お り 、 ケ ー ブ ル 端 末 処 理 な ど の 際 に は 、 こ れ ら の ノ ッ チ １ ４ ａ を 起 点 に 外
被 １ ４ を 引 き 裂 く こ と に よ り 、 内 部 の 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ を 容 易 に 取 り 出 す こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。
そ し て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 連 結 部 １ ８ の 断 面 形 状 が 幅 （ ｗ ） ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ 、
高 さ （ ｈ ） ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ １ に お い て は 、 連 結 部 １ ９ の 断 面 形 状 が 幅 （
ｗ ） ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 矩 形 状 と さ れ て い る た め 、 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を
分 離 す る 必 要 が あ る と き 、 す な わ ち 端 末 部 で ケ ー ブ ル １ １ を 引 き 留 め る よ う な と き に は 、
特 殊 な 工 具 を 用 い る こ と な く 支 持 線 １ ８ を ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ か ら 手 で 引 き 裂 く よ う に す る
だ け で 容 易 に 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す る こ と が で き る 。 一 方 、 ケ ー ブ ル
製 造 時 に ド ラ ム に 巻 き 取 っ た り 、 ケ ー ブ ル を 架 設 す る 際 に ケ ー ブ ル を ド ラ ム か ら 引 き 出 す
と き に ケ ー ブ ル に 加 わ る 外 力 で は 、 連 結 部 １ ９ に 折 れ や 亀 裂 が 発 生 す る こ と が な い た め 、
ケ ー ブ ル 製 造 時 や ケ ー ブ ル 架 設 時 に お け る 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と の 分 離 は 防 止
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 連 結 部 １ ９ の 高 さ （ ｈ ） が ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ と さ れ て い る た め 、 支 持 線 １ ８ と ケ
ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す る 際 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ 部 分 で 引 き 裂 か れ る こ と
が な く 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ の 損 傷 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 逆 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １
５ 側 に 連 結 部 １ ９ の 残 部 が 大 き く 残 る こ と が な い た め 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ を 接 続 函 内 で 固
定 す る 際 に 、 連 結 部 １ ９ 残 部 を 削 り 取 る こ と な く 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 連 結 部 １ ９ の 幅 （ ｗ ） が ０ ． ２ ｍ ｍ 未 満 で は 、 僅 か な 外 力 が 加 わ る
だ け で も 連 結 部 １ ９ に 折 れ や 亀 裂 が 発 生 し 易 く な り 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に お い
て 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と が 分 離 し て し ま う お そ れ が あ る 。 ま た 、 連 結 部 １ ９ の
幅 が ０ ． ４ ｍ ｍ を 越 え る と 、 特 殊 な 工 具 を 用 い ず に 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分
離 す る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 方 、 連 結 部 の 高 さ が 、 ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 で は 、 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す
る 際 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ 部 分 で 引 き 裂 か れ 、 ケ ー ブ ル 本 体 の 外 被 １ ４ が 損 傷
す る お そ れ が 生 ず る 。 ま た 、 ０ ． ２ ｍ ｍ を 越 え る と 、 連 結 部 １ ９ の 残 部 が 大 き く 残 る た め
に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 接 続 函 内 で の 固 定 作 業 が 困 難 に な る 場 合 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 断 面 図 、 ま た 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態
に 係 る 断 面 図 で あ る 。 い ず れ も 図 １ に 共 通 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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ま ず 、 図 ２ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ２ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お
い て 、 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ を ２ 本 、 並 行 に 配 置 し た も の で あ る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す 第
３ の 実 施 形 態 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ３ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 単 心 光 フ ァ イ
バ 心 線 １ ２ に 代 え て 、 ４ 本 の 光 フ ァ イ バ 素 線 ３ ２ ａ を 並 列 さ せ 、 そ の 外 周 に 一 括 被 覆 ３ ２
ｂ を 施 し た 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ３ ２ を 使 用 し た も の で あ り 、 こ の よ う な 光 フ ァ イ バ テ ー
プ 心 線 ３ ２ を 挟 ん で 、 そ の 上 下 の 間 隔 を お い て ２ 本 の 抗 張 力 体 １ ３ を 並 行 に 配 置 し た 構 造
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ ら の 各 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ２ １ 、 ３ １ に お い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 、 連
結 部 １ ９ の 断 面 形 状 が 幅 （ ｗ ） ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ の 矩 形 状 と さ れ て い る た め 、 支 持 線 １
８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す る 必 要 が あ る と き 、 す な わ ち 端 末 部 で ケ ー ブ ル ２ １ 、 ３
１ を 引 き 留 め る よ う な と き に は 、 特 殊 な 工 具 を 用 い る こ と な く 支 持 線 １ ８ を ケ ー ブ ル 本 体
１ ５ か ら 手 で 引 き 裂 く よ う に す る だ け で 容 易 に 支 持 線 １ ８ と ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す
る こ と が で き る 。 一 方 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 に ド ラ ム に 巻 き 取 っ た り 、 ケ ー ブ ル を 架 設 す る 際
に ケ ー ブ ル を ド ラ ム か ら 引 き 出 す と き に ケ ー ブ ル に 加 わ る 外 力 で は 、 連 結 部 １ ９ に 折 れ や
亀 裂 が 発 生 す る こ と が な い た め 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や ケ ー ブ ル 架 設 時 に お け る 支 持 線 １ ８ と
ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ と の 分 離 は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 連 結 部 １ ９ の 高 さ （ ｈ ） が ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ と さ れ て い る た め 、 支 持 線 １ ８ と ケ
ー ブ ル 本 体 １ ５ と を 分 離 す る 際 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ 部 分 で 引 き 裂 か れ る こ と
が な く 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ の 外 被 １ ４ の 損 傷 が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 逆 に 、 ケ ー ブ ル 本 体 １
５ 側 に 連 結 部 １ ９ の 残 部 が 大 き く 残 る こ と が な い た め 、 ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ を 接 続 函 内 で 固
定 す る 際 に 、 連 結 部 １ ９ 残 部 を 削 り 取 る こ と な く 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 発 明 に お い て は 、 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ の 数 が 、 ３ 本 あ る い は そ れ 以 上 で あ っ
て も よ く 、 ま た 、 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ３ ２ の 数 も 、 １ 枚 に 限 ら ず 、 ２ 枚 あ る い は そ れ 以
上 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ や 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ３ ２ の 構 成
に つ い て も 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 第 ３ の 実 施 形 態 で は ４ 心 光 フ ァ イ バ
テ ー プ 心 線 ３ ２ が 使 用 さ れ て い る が 、 ２ 心 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 や ８ 心 光 フ ァ イ バ テ ー プ
心 線 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 い ず れ も 抗 張 力 体 １ ３ を ２ 本 、 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ ま た
は 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ３ ２ を 挟 ん で そ の 上 下 に 間 隔 を お い て 並 行 に 配 置 し て い る が 、 単
心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ ま た は 光 フ ァ イ バ テ ー プ 心 線 ３ ２ の 上 下 の い ず れ か 一 方 に の み 配 置
さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で 、 本 発 明 に よ る 効 果 を 確 認 す る た め 、 図 ２ に 示 す 構 造 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 試 作
し 、 そ の 特 性 を 評 価 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ に は 、 外 径 ２ ５ ０ μ ｍ の 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 を 用 い 、 ケ ー ブ ル 本
体 １ ５ の 抗 張 力 体 １ ３ に は 、 外 径 ０ ． ４ ｍ ｍ の Ｆ Ｒ Ｐ か ら な る 線 材 を 用 い 、 支 持 線 １ ８ の
抗 張 力 体 １ ６ に は 、 外 径 １ ． ２ ｍ ｍ の 単 鋼 線 を 用 い た 。
こ れ ら の 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線 １ ２ と 抗 張 力 体 １ ３ 、 １ ６ と を 図 ２ に 示 す よ う に 平 行 に 並 べ
た 状 態 で 押 出 し 機 に 導 入 し 、 そ の 外 周 に ノ ン ハ ロ ゲ ン 難 燃 ポ リ エ チ レ ン （ 日 本 ユ ニ カ ー 社
製 　 商 品 名 　 Ｎ Ｕ Ｃ ９ ７ ３ ９ ） を 一 括 押 出 被 覆 し て 、 全 体 の 幅 が 約 ２ ｍ ｍ 、 同 高 さ が 約 ５
ｍ ｍ で 、 連 結 部 １ ９ の 幅 が 約 ０ ． ２ ０ ｍ ｍ 、 ０ ． ３ ０ ｍ ｍ 、 ０ ． ４ ０ ｍ ｍ 、 同 高 さ が 約 ０
． １ ５ ｍ ｍ の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 製 造 し た （ 実 施 例 １ ～ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
得 ら れ た 各 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に つ い て 、 ９ ０ ° ピ ー ル 試 験 を 行 い 、 支 持 線 分 離 力 を 測 定
し た 。 ま た 、 実 際 に 支 持 線 １ ８ の ケ ー ブ ル 本 体 １ ５ か ら の 分 離 を 試 み 、 支 持 線 １ ８ の 分 離
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作 業 性 を 下 記 の 基 準 で 評 価 し た 。
良 好 ： 手 で 分 離 可 能 　 　 　 不 良 ： 工 具 の 使 用 に よ り 分 離 可 能
さ ら に 、 架 線 作 業 を 行 い 、 連 結 部 １ ９ の 分 離 の 発 生 状 況 を 調 べ た 。 こ れ ら の 結 果 を 表 １ に
示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 表 １ に は 、 本 発 明 と の 比 較 の た め に 、 連 結 部 １ ９ の 幅 を ０ ． １ ５ ｍ ｍ お よ び ０ ． ４
５ ｍ ｍ と し た 以 外 は 同 一 構 成 と し た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 、 並 び に 、 連 結 部 １ ９ の 幅 を ０ ．
４ ５ ｍ ｍ と し 、 か つ 、 そ の 連 結 部 １ ９ の 両 側 部 に 深 さ ０ ． １ ｍ ｍ の ノ ッ チ を 設 け た 以 外 は
同 一 構 成 と し た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に つ い て 、 同 様 に 特 性 評 価 し た 結 果 を そ れ ぞ れ 比 較 例
１ 、 ２ 並 び に 比 較 例 ３ と し て 併 せ 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
表 １ か ら も 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 支 持 線 の 分 離 作 業 性 お
よ び 架 線 作 業 性 が い ず れ も 良 好 で あ っ た の に 対 し 、 連 結 部 の 幅 が ０ ． ２ ｍ ｍ に 満 た な い 比
較 例 １ で は 、 支 持 線 の 分 離 作 業 性 は 良 好 で あ る も の の 、 架 線 の 際 に は 支 持 線 の 分 離 が 発 生
し 、 ま た 、 連 結 部 の 幅 が ０ ． ４ ｍ ｍ を 越 え る 比 較 例 ２ で は 、 架 線 作 業 に は 支 障 が 生 じ な か
っ た も の の 、 支 持 線 の 分 離 作 業 に は 工 具 が 必 要 で あ っ た 。 さ ら に 、 連 結 部 に ノ ッ チ を 設 け
た 比 較 例 ３ で も 、 支 持 線 の 分 離 作 業 性 は 不 良 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル 本 体 と 支 持 線 を 連
結 す る 連 結 部 の 形 状 お よ び 寸 法 を 特 定 し た の で 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と を 分 離 す る 必 要
が あ る と き に は 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る と と も に 、 ケ ー ブ ル 製 造 時 や 布 設 時 な ど に お
い て は 、 支 持 線 と ケ ー ブ ル 本 体 と の 分 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 一 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ … … … 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル
１ ２ … … … 単 心 光 フ ァ イ バ 心 線
１ ３ 、 １ ６ … … … 抗 張 力 体
１ ４ 、 １ ７ … … … 外 被
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１ ５ … … … ケ ー ブ ル 本 体
１ ８ … … … 支 持 線
１ ９ … … … 連 結 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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